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公立大学法人三重県立看護大学第三期中期計画（最終案） 

R3.1.26 公立大学法人三重県立看護大学  

【目標】基本的な目標 

三重県を設立団体とする公立大学法人三重県立看護大学（以下「法人」という。）

は、三重県における看護学教育・研究の中核的機関として、質の高い人材を養成す

るとともに、教育・研究の成果を社会に還元して、三重県はもとより国内外の看護

の発展と保健・医療・福祉の向上に寄与することを目的とする。 

この目的を達成するため、法人は、これまで、教育・研究活動や地域貢献活動を

推進し、また、自主・自律的および効率的な運営を行うための基本的な機能の確立

に取り組んできた。第三期中期目標期間においては、県民の高まる期待に応えるた

め、教育・研究の更なる質的向上を図り、ますます多様化、高度化する保健医療ニ

ーズに応え、地域社会の保健・福祉に関わる切実な課題を解決するため、以下の目

標を掲げ、一層積極的に取り組んでいく。 

 

【計画】基本的な考え方 

１ 質の高い教育・研究の実践 

新型コロナウイルス感染症を契機として保健医療ニーズの更なる多様化が見込ま

れる中、地域の特性を的確に捉えて、看護を実践できる人材の育成に取り組んでいき

ます。また、地域に根差した看護学の教育・研究拠点として、県内の保健・医療・福

祉の向上と学術研究の発展に寄与するとともに、社会のニーズをふまえた研究活動を

推進し、その成果を社会・地域へ還元していきます。 

 

２ 社会貢献・地域連携の推進 

本学の資源・資産を有効に活用し、教育と研究の両面から、県内の医療機関、市町

及び地域住民等との連携のもとに、地域の看護職者のスキルアップや県民の健康に関

する意識の向上に取り組みます。また、多様な主体との連携のもと、教育研究活動を

推進し、地域の保健・医療・福祉の向上につなげていきます。 

 

３ 的確な業務運営、大学教育の質保証 

社会の変革に対応した大学の教育研究活動を効果的に実施していくため、業務運営

を的確に行います。また、本学の教育理念・教育目標を達成し、教育の質を保証する

ため、自己点検・評価を毎年実施するとともに、第三者評価や法令に基づく監査及び

法人独自に行う監査を実施し、これらの結果を教育研究活動や業務運営の改善に活用

していきます。 
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Ⅰ 中期計画の期間及び教育研究上の基本組織 

 

１ 中期計画の期間 

  令和３年４月１日から令和９年３月３１日まで 

 

２ 教育研究上の基本組織 

  看護学部 看護学科 

  大学院 看護学研究科 

 

Ⅱ 大学の教育研究の向上に関する取組 

 

１ 教育に関する取組 

 (1) 教育内容に関する取組 

【目標】① 学生の確保 ア 学部 

大学のアドミッションポリシーや教育内容を受験生等に的確に伝えられるよう、情

報提供を積極的に行うとともに、看護職者として活躍したいという意欲ある学生を積

極的に受け入れるため、県内高等学校等との連携を実施する。 

入学者選抜については、多様な人材の確保に留意しつつ、選抜方法の充実を図ると

ともに、その成果を検証し、必要に応じて見直しを図る。 

 

【計画】① 学生の確保 ア 学部 

＜21101 適切な選抜の実施＞ 

看護職をめざす優秀な学生を確保するため、教育理念に基づいたアドミッションポリ

シーを明確に示し、多様な媒体、機会を利用して発信します。また、十分な基礎学力を

備え強い修学意欲を持ち、将来、看護職者として社会や地域で活躍できる資質を持った

入学生を確保するため、これまでの入学者選抜結果の分析・検証結果を活かし、選抜試

験を実施します。 

 

＜21102 高大接続の拡大＞ 

地域に貢献する看護職者の育成に向けて、本学への進学を希望する県内高校生や入

学予定者を対象とした高大接続事業を、県教育委員会や県内高等学校、県内医療機関

等と連携して実施します。これを通じ、基礎学力と看護職についての理解を備えた、

意欲ある学生を確保することを目指します。 
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【目標】① 学生の確保 イ 研究科 

研究科のアドミッションポリシーや教育内容について積極的に情報提供を行い、研

究科が求める人材像にかなった優秀な学生の確保を図る。また、入学者の定員充足率

を高めるため、教育研究体系や教育課程が社会の要請に応じたものになっているか検

証・見直しを行うとともに、優秀な社会人学生の確保も見据え、保健・医療機関等と

十分な連携を図る。 

 

【計画】① 学生の確保 イ 研究科 

＜21103 適切な選抜の実施＞ 

将来の看護分野における高度な実践者、教育者、研究者を確保するため、研究科の

アドミッションポリシーを明確に示し、インターネット等の活用など様々な機会を利

用し発信します。また、看護の専門知識と技術を持ち、より高度な専門性の修得や国

内外で活躍する意欲と適性を有する入学生を確保するため、県内医療機関等と連携し、

現役看護職に対する情報提供等に取り組みます。 

 

 

【目標】② 教育課程および教育内容の充実 

カリキュラムポリシー及びディプロマポリシーに沿って、地域社会のニーズや時代

の変化に対応しうる、高等教育機関に相応しい教育課程・教育研究体系の編成や教育

内容の充実を図り、継続的に検証を行う。また、県内保健・医療機関等との連携を強

化し、地域医療への理解を深める、より実践的な教育を実施するほか、海外の大学と

の学術交流を行うなど、国際的な視野を持った人材の育成に取り組む。 

 

【計画】② 教育課程及び教育内容の充実 

ア 学部 

＜21104 教育課程・教育方法・内容の充実＞ 

県内医療機関や行政機関等の協力を得ながら、カリキュラムポリシーに基づき、全

学生に対して看護師・保健師の両国家試験受験資格を得ることができる、幅広く質の

高い教育を提供します。また、教育課程の評価を実施し、より適切な教育課程に改善・

編成するとともに、大学での学修に必要な知識や理解力・コミュニケーション能力、

臨床実践能力等の看護職者として備えるべき基礎的能力を身につけるための教育を

充実します。さらに、看護職者として長期的なビジョンを持てるようにキャリアデザ

イン教育にも取り組むほか、国際的な視野の養成のため、海外の大学等との国際交流

を促進します。 
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＜21105 公正な成績評価の実施＞ 

ディプロマポリシーに基づき、各科目の成績評価基準を学生に明確に示し、シラバ

スやホームページ等で公表するとともに、基準に基づき、厳正に単位認定を行います。 

 

イ 研究科 

＜21106 教育課程・教育方法・内容の充実＞ 

研究科の教育課程を評価することにより、より適切な教育課程に改善・編成し、質

の高い教育プログラムを提供して、看護専門職者の育成を行います。 

 

＜21107 公正な成績評価の実施＞ 

ディプロマポリシーに基づき、学修目標や成績評価基準を学生に明確に示し、シラ

バスやホームページ等で公表するとともに、基準を点検・評価しつつ、厳正に単位認

定を行います。 

 

 

【目標】(2) 教育の質の向上に関する目標 

大学の教育が、教育目的や社会ニーズに対応しているか検証するため、授業評価を

はじめとしたファカルティ・ディベロップメント活動について不断の見直しを行い、

教育の質の確保に努める。 

 

【計画】(2)教育の質の向上に関する取組 

 ＜21201 授業の点検・評価＞ 

教員相互による授業点検・評価、学生による授業評価の結果等を分析し、今後の教

育内容に活用します。 

 

 ＜21202 研修会等の開催＞ 

質の高い教育を実践するため、研修会等を積極的に開催し、教員の教育能力向上に

努めます。 

 

 

【目標】(3) 学生支援に関する目標 

学生ニーズや社会状況等をふまえ、学習支援、就職支援等の支援体制について一層

の充実を図る。 

就職支援については、県の看護職者確保・充実の方針をふまえつつ、県内の行政機

関や医療機関等との連携・協力に取り組み、県内就職率の向上を図る。 
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【計画】(3) 学生の支援に関する取組 

＜21301 学習支援＞ 

学生の学習相談や指導にきめ細かく対応できる体制や学生の自主的学習のための

環境の整備、国家試験に向けた対策の充実に取り組みます。 

 

＜21302 大社接続の支援＞ 

学生が卒業生や看護職者等とつながり、幅広い分野の知見に触れることで自らの適

性や関心等に気づき、卒業後の進路を決定することができるよう、大学と社会（医療

機関、行政機関、地域社会）との連携に取り組みます。 

また、実務を継続しながら、高度な専門性を有する看護職者として活躍できるよう、

生涯をとおして求められる実践能力向上のための支援に取り組みます。 

 

＜21303 就職支援＞ 

県内看護職者の確保を念頭に置きながら、学生に対して就職に関する助言や指導、

試験や面接対策等を実施するなどの支援を行うとともに、行政機関や県内医療機関等

と連携・協力し、就職先に関する情報提供や就職ガイダンス等の強化に取り組みます。 

 

 

２ 研究に関する取組 

【目標】(1) 研究水準および研究の成果等に関する目標 

地域に根ざした研究拠点として、県内の保健・医療・福祉の向上と学術研究の発展

に寄与するとともに、社会ニーズをふまえた先端的な研究活動を推進する。また、研

究に関する情報を積極的に発信し、その成果を地域社会へ還元する。 

 

【計画】(1) 研究水準及び研究の成果等に関する取組 

 ＜22101 研究と地域課題との循環の促進＞ 

地域の保健・医療・福祉の向上に資するため、行政をはじめとした関係機関との連

携・協働を深め、地域の特性や課題、ニーズに応じた研究や看護学の発展に寄与する

研究を行います。また、連携協力協定病院等の医療・保健機関との連携を強化し、研

究の活性化を図っていきます。 

 

 ＜22102 競争的研究資金の獲得＞ 

本学の教育の質の向上を図るため、全教員が各自の専門分野に応じた研究を推進す

るとともに、競争的研究資金の獲得に積極的に取り組みます。 
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 ＜22103 研究成果の公表と還元＞ 

  研究成果を学術雑誌に公表するとともに、研究活動をインターネットや報告書等の

多様な媒体や講演等の機会を活用して発表し、地域や県民に還元していきます。 

 

【目標】(2) 研究実施体制の整備に関する目標 

研究活動を活性化し、効果的に実施するため、大学として重点的に取り組む研究の

推進体制を整備する。また、研究水準の向上のため、各教員の専門領域の独創的・先

駆的な研究を積極的に支援するとともに、研究倫理を堅持する制度や体制について、

継続的に検証し、必要に応じて見直しを図る。 

 

【計画】(2) 研究実施体制等の整備に関する取組 

 ＜22201 研究活動への支援＞ 

  教員各自の専門分野に応じた独創的・先駆的な研究を支援するため、大学全体で推

進体制を整備し、若手研究者に対する支援等を積極的に行うとともに、研究活動のた

めの研修を実施します。また、研究活動における倫理上の問題事象や不正行為等を未

然に防止するため、教員に対して普及啓発を行うとともに、研究倫理審査を実施しま

す。 

 

 

Ⅲ 社会・地域貢献に関する取組 

 

【目標】(1) 看護職者に向けた取組に関する目標 

三重県における看護学教育・研究の中核的機関として、医療機関等と連携・協力し

ながら、県内の看護職員の質の向上を図り、県内の保健・医療・福祉の向上に寄与す

る。また卒業生についても、専門職として質の向上を図ることができるよう継続して

支援を行う。 

 

【計画】１ 看護職者に向けた取組 

＜31101 看護職者の能力向上＞ 

看護学の教育研究拠点として地域交流センターを核に、県内の保健・医療・福祉の

向上に貢献できるよう地域連携事業を積極的に推進し、県内の看護職者の質向上のた

めの教育及び研究を支援します。 

 

＜31102 卒業生へのキャリア支援＞ 

本学卒業生を対象に就労状況やキャリア支援に係るニーズ調査等を実施し、卒業生

のニーズに応じた支援等を行います。 
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【目標】(2) 県民に向けた取組に関する目標 

県民向け講座の実施など、県民の学習ニーズに応じた生涯学習事業を実施し、地域

社会に貢献する。 

 

【計画】２ 県民に向けた取組 

 ＜32101 県民のヘルスリテラシーの向上＞ 

本学が有する資源や教員各自の専門分野を活かした講演等を実施し、地域に貢献し

ていきます。地域交流センターが推進する事業をとおして、県民のニーズの把握に努

め、県民のヘルスリテラシーの向上に資する取組を行います。 

 

 

【目標】(3) さまざまな主体との連携に関する目標 

大学の持つ知的資源、人的資源等を活用し、行政や学術団体等のさまざまな主体の

活動に参画・連携することにより、社会貢献に資する活動を実施する。 

 

【計画】３ さまざまな主体との連携等に関する取組 

 ＜33101 教育研究活動に基づく社会・地域貢献＞ 

行政機関や医療機関、福祉施設等と情報交換等を行い、地域のニーズを把握し、教

員各自の専門分野を活かして、県内の保健・医療・福祉の課題解決や行政機関の政策

立案等に協力します。また、教員が学術研究団体等に参画・連携し、広く社会に資す

る活動を推進します。 

 

Ⅳ 大学運営に係る環境整備に関する取組 

 

【目標】１ 生活支援等に関する目標 

学生が学修に専念し、安定した学生生活を送ることができるよう、各種相談制度

を実施するなど大学生活の支援体制について充実を図る。また、学生に限らず、大

学の全構成員が健康的に生活を送ることができるよう努める。 

 

【計画】１ 生活支援等に関する取組 

 ＜41101 学生の生活支援＞ 

学生生活が快適で豊かなものとなるよう、学生アンケートを実施しニーズを把握す

るとともに、健康・生活面での不安や悩みの解消に向けて面談等を積極的に行います。

また、必要に応じて大学独自の修学支援基金を活用するとともに、社会に貢献したい

という学生の思いや活動を支援するため、ボランティア活動に関する情報提供等を行

います。 
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 ＜41102 教職員の健康管理＞ 

健康で働きやすい職場環境を形成するため、業務の特性や社会情勢をふまえた働き

方を推進します。また、長時間労働による健康障害の発生を予防することなどを目的

として産業医による面接指導や職場巡視等を実施し、職場環境や業務方法の改善に取

り組みます。 

 

 

【目標】２ 施設・設備の整備、維持管理等に関する目標 

学生や教員が、良好な環境で教育研究活動に取り組めるよう、図書館をはじめとし

た施設・設備を計画的・効率的に整備する。また、長期的な視点から既存施設・設備

の適正な維持管理を行い、計画的な整備を進める。 

 

【計画】２ 施設・設備の整備、維持管理等に関する取組 

 ＜42101 教育環境・ＩＴ環境の整備＞ 

質の高い教育、研究の実践に必要な、ＩＴ環境を含む施設・設備・備品等の整備・

充実を、財政状況をふまえ計画的に実施するとともに、適切に維持管理を行います。 

 

＜42102 図書館運営の充実＞ 

電子化の進展やアクティブ・ラーニングの推進等の環境変化をふまえながら、学術

情報の基盤としての基本的機能を引きつづき果たすことができるように、効率的な図

書館運営に努めます。また、地域にも開放し、地域住民の利便に供します。 

 

＜42103 環境等への配慮＞ 

施設・設備の整備や管理運営にあたっては、省エネルギー対策やユニバーサルデザ

インに配慮して行います。 

 

 

【目標】３ 危機管理に関する目標 

学内における安全衛生管理の対策や、災害・事故等に備えた危機管理の対策を必要

に応じて見直し、充実を図る。 

 

【計画】３ 危機管理に関する取組 

 ＜43101 大規模災害時等への対応＞ 

大規模災害発生時等に、自らの生命・安全を確保し、大学の教育・研究活動に対す

る被害を最小限にするため、学生や教職員一人ひとりが主体的に考え、行動できるよ

う防災訓練を実施します。また、発災時に備え、平常時から地域における大学の役割

や機能を行政機関と共有するとともに、被災時の早期復旧・相互支援のため、大学間

の支援・協力体制づくりを進めていきます。 
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＜43102 危機管理への対応＞ 

大学に重大な被害や支障を来すおそれのある危機を未然に防止するとともに、危機

が発生した場合に被害等を最小限にとどめることができるよう、日頃から大学運営に

おけるリスク等を想定して適切な措置を講じ、危機的状況に陥らないよう取り組みま

す。 

 

 

【目標】４ 人権の尊重に関する目標 

学生および教職員の人権意識の向上を図るとともに、各種ハラスメント行為の未

然防止と発生後の適切な対応を確保するために、実効性のある取組を行う。 

 

【計画】４ 人権の尊重に関する取組 

 ＜44101 人権尊重とハラスメント防止＞ 

全ての学生及び教職員、学内関係者が個人として尊重され、人権を侵害されること

のない健全な環境を確保するため、人権意識の高揚と人権侵害の防止等に努めます。

また、ハラスメントに起因する問題など、人権の侵害に関わる事案が発生した場合に

は、迅速かつ適切に対応します。 

 

 

Ⅴ 的確な業務運営の実施及び業務改善に関する取組 

 

【目標】１ 組織運営の改善に関する目標 

大学の教育研究活動を効果的に実施するため、理事長のリーダーシップのもと、効

率的かつ機動的な大学運営を行う。また、財務状況を見据えつつ、戦略的な経営を行

うほか、コンプライアンスの確保や財務報告等の信頼性の確保等を図るため、監事監

査や内部監査等の実施をとおして、内部統制がとれた大学運営を行う。 

教育研究組織については、社会のニーズをふまえて適宜見直しを行う。 

 

【計画】１ 組織運営の改善に関する取組 

 ＜51101 組織体制＞ 

理事長のリーダーシップのもと、幅広い視野で社会や地域のニーズを的確に把握す

るとともに、大学の強みや特色を活かして、教育、研究、社会・地域貢献の機能を最

大限発揮できるよう、機動的かつ効率的に内部統制がとれた組織運営を行います。 

また、学生や教職員に対するアンケートなどを通じて、教育研究に係る問題点等を

把握し、組織運営の改善に取り組みます。 
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２ 人材の確保・育成に関する取組 

 

【計画】(1) 人材の確保に関する取組 

＜52101 教職員の充足＞ 

本学の教育理念・教育目標が達成できるよう、中長期的な視点に立って、教員の採

用や育成を行うとともに、それぞれの専門分野における豊かな知識と研究能力を有す

る優秀な人材の確保・登用等に努めます。また、事務職員については、事務局の運営

に必要な人材を確保するとともに、専門性の向上や組織の活性化を図るため、業務内

容に応じて適切に配置します。 

 

 

【目標】(2) 人材の育成に関する目標 

教職員の資質や意欲を高めるため、評価制度を効果的に活用するとともに、教育

研究活動等の質を向上させるため、制度を継続的に見直し、改善を図る。また、人材

を育成するうえで効果的な研修制度について、継続して検証し、特に、法人固有職

員については、中長期的な組織運営の観点から育成を図る。また服務や勤務条件等

について、大学の教育研究活動の状況や職務の特性をふまえた内容となっているか

継続して検証する。 

 

【計画】(2) 人材の育成に関する取組 

＜52201 教員の育成と働き方＞ 

教員活動評価・支援制度を適切に運用し、教員の業績を評価するとともに、研修や

ファカルティ・ディベロップメント活動を通じて優秀な教員の育成につなげていきま

す。また、業務実態や評価結果をふまえ、評価制度の改善や研修の充実を図っていき

ます。さらに、より働きやすい環境を整えていくため、労働法制の改正やアンケート

調査の結果等をふまえて、服務制度や働き方の見直し・充実に取り組んでいきます。 

 

＜52202 事務職員の育成と働き方＞ 

評価制度を適切に運用し、事務職員の強み・弱み等を把握するとともに、業務に関

連する研修へ積極的に参加させ、育成を図っていきます。とりわけ、中長期にわたり

法人運営を支える固有職員については、体系的かつ着実に育成していきます。また、

教員と同様に、より働きやすい環境を整えていくため、労働法制の改正やアンケート

調査の結果等をふまえて、服務制度や働き方の見直し・充実に取り組んでいきます。 

【目標】(1) 人材の確保に関する目標 

大学の教育研究の質を向上させるとともに、円滑で自律的な法人運営を行うため、

優秀な教職員の積極的確保に努める。 
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Ⅵ 財務内容の改善に関する取組 

 

【目標】１ 自己収入の確保に関する目標 

大学経営の観点や社会情勢を勘案の上、授業料等の学生納付金について適切な料金

を設定するとともに、受託事業収入等外部資金の獲得や知的財産の積極的な活用な

ど、収入源の多様化を図る。 

 

【計画】１ 自己収入の確保に関する取組 

＜61101 自己収入の確保＞ 

授業料等の学生納付金や地域交流センター事業の講習料等を、受益者負担の観点か

ら、社会情勢等も念頭において適宜見直し、収入の確保を図ります。また、大学運営

に支障のない範囲で、適切な料金で施設等を貸し付けるとともに、本学の広報媒体へ

の広告掲載等により収入の確保に努めていきます。 

 

 ＜61102 知的財産の適切な保護と活用＞  

教員の職務発明については、大学の知的財産として適切に管理するとともに、研究

活動や産学官連携を推進し、事業化の実現をめざします。 

 

 

【目標】２ 経費の抑制に関する目標 

財務状況を見極めながら、中長期的な視点から自律的な運営を行いつつ、業務の

改善等により経費の抑制に努める。 

 

【計画】２ 経費の抑制に関する取組 

 ＜62101 経費の抑制＞ 

組織や事務処理方法の効率化、費用対効果をふまえた電子化、調達方法の不断の見

直し、環境マネジメントシステムの運用、コスト意識の徹底等により経費の抑制を図

っていきます。 

 

 

【目標】３ 資産の運用管理の改善に関する目標 

学内施設等の保有財産について、適正な管理を行い、有効活用を図る。また、保

有資金については、適正に管理の上、安全かつ有効な運用を図る。 

 

【計画】３ 資産の運用管理の改善に関する取組 
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 ＜63101 資産の適正管理＞ 

土地・建物等の保有財産については適正な維持管理を行い、大学運営に支障がない

範囲で施設等の貸し付けや開放を行い、社会・地域貢献に努めます。また、保有資金

については、収支計画を勘案しながら、安全を前提に適正かつ有効な資金運用を行い

ます。 

 

 

Ⅶ 大学教育の質保証及び情報の公開・発信に関する取組 

 

【目標】１ 大学教育の質保証に関する目標 

大学が自律的な存在として機能し、大学の質を維持・向上させるために、客観的な

自己点検・評価および第三者評価を実施し、その結果を公表する。 

また、中期目標・中期計画等に基づいた業務を有効かつ効率的に遂行するため、内

部監査についても適切に実施し、教育研究活動や業務運営の改善・改革につなげる。 

 

【計画】１ 大学教育の質保証に関する取組 

 ＜71101 自己点検・評価及び外部評価＞ 

教育研究活動によって得られた成果や中期目標の達成状況等について、自己点検・

評価を客観的かつ継続的に行うとともに、第三者評価（認証評価等）を実施し、これ

らの結果に基づいて改善に取り組むことにより、大学教育の質保証をさらに推進しま

す。 

 

＜71102 内部監査の推進＞ 

  会計処理をはじめ法人の業務運営等幅広い分野において、監査実施方針に基づき内

部監査を計画的・体系的に実施し、問題点等が発見された場合は、速やかに改善して

いきます。 

 

【目標】２ 情報の公開・発信に関する目標 

組織運営や諸活動の状況等について積極的に情報を公開・発信し、社会的な説明責

任を果たすとともに、大学の認知度向上に努める。 

 

【計画】２ 情報の公開・発信の推進に関する取組 

 ＜72101 情報公開・情報発信の推進＞ 

法人運営の透明性を高め、県民に対する説明責任を果たすため、財政状況等の法人

情報を公開します。また、大学の情報を積極的に発信し、大学の取組等をわかりやす

く伝えていきます。 
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Ⅷ 予算、収支計画及び資金計画 

  別紙のとおり 

 

Ⅸ 短期借入金の限度額 

  １億円 

   想定される理由 

    運営費交付金の受入時期と資金需要との時間差及び事故の発生等により緊急

に必要となる対策費として借り入れることが想定されます。 

 

Ⅹ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

  なし 

 

Ⅺ 剰余金の使途 

決算において剰余金が発生した場合は、教育研究の質の向上、組織運営及び施設整

備の改善に充てます。 

 

Ⅻ 施設及び設備に関する計画 

  なし 

 

ⅩⅢ 積立金の処分に関する計画 

  前中期目標期間繰越積立金については、教育研究の質の向上、組織運営及び施設設

備の改善に充てます。 


